
1月21日からの寒気の停滞による大雪について
（大雪や路面の凍結による交通障害に警戒） 令和8年1月21日13時00分

1月21日11時現在【警報級となる可能性のある期間】

上空約1500mの気温-9度（大雪の目安）

（■可能性がある、■可能性が高い）

【予想される24時間降雪量】

地 域
22日12時までの
24時間降雪量

23日12時までの
24時間降雪量

24日12時までの
24時間降雪量

北海道地方 50 50 40

東北地方 70 70 70

関東甲信地方 50 20 10

北陸地方 100 100 100

東海地方 40 50 50

近畿地方 80 50 40

中国地方 80 40 15

（多い所、単位:cm）

1月21日(水)09時 実況天気図 1月22日(木)21時 予想天気図

L：低気圧、H：高気圧

発達した雪雲

発達した雪雲

1月23日(金)21時 予想天気図

H

L
L

L

＜ポイント＞ 日本付近は強い冬型の気圧配置が続く。北日本から西日本の日本
海側を中心に山地・平地ともに警報級の大雪が5日以上続き、総降雪量がかなり
多くなるおそれがある。特に強い寒気が流れ込む22日（木）には、北陸地方から山
陰にかけての日本海側を中心に警報級の大雪となる。 

＜天気の概況＞ 日本付近は25日（日）頃にかけて、強い冬型の気圧配置が数日
間続き、平地でも大雪をもたらす可能性のある上空1500メートル付近の氷点下9
度以下の寒気が、東日本から西日本の太平洋側まで南下し、寒気の影響が長引
く。なお、26日（月）には一時的に冬型の気圧配置は緩むが、27日（火）以降は再
び冬型の気圧配置となり、寒気の影響がさらに続く可能性がある。

＜大雪の見通し＞ 北日本から西日本の日本海側を中心に、総降雪量がかなり多
くなり、積雪が増える所がある見込み。22日にかけては日本海に形成されるJPCZ
（日本海寒帯気団収束帯）と強い寒気の影響で、発達した雪雲が北陸地方から山
陰を中心に流れ込む。その後も25日にかけて北陸地方を中心に雪雲の流れ込み
が続く。JPCZが停滞した場合は、局地的に降雪が強まるおそれがある。また、普
段雪の少ない近畿地方や東海地方など太平洋側の一部でも、大雪となる所があ
る。

＜警戒事項＞ 大雪や路面の凍結による交通障害に警戒。なだれや農作物の管理、
水道管の凍結に注意するとともに、除雪などの対応に留意。

発達した雪雲

JPCZ：日本海寒帯気団収束帯

日 21日 22日
23日 24日 25日 26日

時 12～18 18～6 6～24

北日本
北海道地方 大雪
東北地方 大雪

東日本
関東甲信地方大雪
北陸地方 大雪
東海地方 大雪

西日本
近畿地方 大雪
中国地方 大雪
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予想天気図（1月23日から28日まで）

1月23日(金)21時 1月24日(土)21時 1月25日(日)21時

1月26日(月)21時 1月27日(火)21時

上空約1500mの気温-9度（大雪の目安）L：低気圧、H：高気圧

1月28日(水)21時



週間天気予報（21日11時発表）


